
上野通明さん（チェロ）応援レポート
郷愁の響き ドヴォルザーク「新世界」より

2017年12月2日(土）15:00開演
狛江エコルマホール

上野さんが「一生弾き続けたい、大好きなドヴォコン」というドヴォルザークのチェロ協奏曲ロ短調
Op.104。 「そうかチェロは手で弾くものではなく、心と身体全体で弾くものなんだ。」と改めて思わさ

れた上野さんの演奏は、チェロが身体の一部となり、溶け合っている感じ。弾いているというより頭
の先から足の先まで使って表現している。まさに渾身の演奏だった。

ドヴォルザークの深く郷愁を感じさせる曲と、オケの素晴らしい演奏、そしてチェロと一体となった
上野さんの渾身の演奏。深く心に響く演奏だった。

（当日のフライヤー）

＜演奏会概要＞

◆出演者
原田慶太楼／指揮
東京フィルハーモニー交響楽団
上野通明／チェロ

◆プログラム
ドヴォルザーク：スラブ舞曲第１番op.46-1
チェロ協奏曲ロ短調op.104
交響曲第９番ホ短調op.95「新世界より」

◆アンコール曲
チェロ独奏
J.S.バッハ：無伴奏チェロ組曲第３番より ブーレ
オーケストラ
ドヴォルザーク：ユーモレスク

（当日のリハーサルの様子 狛江エコルマホール様より）



1995年生まれ、弱冠22歳の上野さんだが、これまでに数々のコンクールで素晴らしい成績を収め、

国内外のオーケストラとの共演も多い。ドイツ、デュッセルドルフ音楽大学へ留学し、公私ともに多
くの刺激を受け、新たな経験を積んでいる。すごい勢いで成長を続ける上野さん。普段は寡黙な普
通の青年に見えるが、内に秘めた強い思い、信念があると思われる。それを探ってみたいと思い、
質問を投げかけてみた。ぜひお読みください。

Q1. チェロを弾くようになったきっかけは何だった

のでしょうか。上野さんにとってチェロの魅力は何で
すか。

A1. ヨーヨーマの「Inspired by Bach」というビデオを

観て、自分は絶対この楽器をやりたいと思いました。
チェロの魅力は音域が広く、その音色が一番人の
声に似ていると言われるせいか、自分の中にある
歌や心が僕にとっては一番そのまま表現できる手
段です。

Q2.. ドイツで勉強していらっしゃいますが、ドイツで
生活し、勉強することの意義は何でしょうか。

A2. ドイツの作曲家たちが昔実際に住んで生活し

ていた場所で勉強し、文化に触れ、同じ景色を見
たり同じ空気を吸ったりしてインスピレーションを受
けることは自分にとってはとても大切な事です。

Q3.音楽から離れて、気分転換したいと思う時は
ありますか。そういう時は何をされますか。

A3. 気分転換は映画鑑賞、ペーパークラフトなど
です。

Q4.チェロの演奏には、ソロや室内楽、協奏

曲等、いろいろありますが、どの演奏形式が
お好きですか。チェロ協奏曲のソリストとして
演奏することの楽しさ、喜び、難しさは何です
か。

A4. どの演奏形態にもそれぞれ違った楽しみ

や喜びがありますが、僕は一番気持ちが良
いのはコンチェルトです。オーケストラの音楽
自体でもとてもスケールが大きく音にも深み
も幅も豊かさも存分に表現できるものですが、
それと一体となって自分も大きなものを放つ
ことができたと感じる時、最高の喜びを感じま
す。

また無伴奏もとても好きです。他の楽器との
兼ね合いにも大きな喜びを得ることももちろ
んあるのですが、ソロ（無伴奏）にはそれが
まったくなく、緊張感とすごい集中力が要求さ
れますが、自分の独特の世界が作れたとき
特別な喜びを感じます。

（当日のリハーサルの様子 狛江エコルマホール様より）

（指揮者の原田慶太楼氏と）



（演奏後の満足そうな上野さん）

Q5. チェロ協奏曲の中でも、ドヴォルザークのチェ
ロ協奏曲ロ短調op.104は名曲と言われ、聴いたこ

とのない人はいないと思いますが、この曲が名曲
と言われ、聴き継がれてきた理由はどこにあると
思いますか。上野さんにとってこの曲はどんな存
在ですか。

A5.僕にとっていつ何度弾いても大好きなドヴォコ

ンの魅力は話せばキリがありませんが、僕にとっ
ての一番強く感じる魅力はこの作品が彼の個人的
な思い、人間らしい苦悩や不安や希望や喜び、故
郷への思い…そういった人間が感じ得る感情の全

てがドヴォルザークの言葉を通して全編に渡って
いっぱい詰まった曲だからかもしれません。

だからこそ、自分が人生のどんなときにあっても曲
に共感し、様々に進化させることもできる作品だと
思っています。

Q6.今回の演奏を経て、何か新しい発見はありま

したか。今日の演奏を今後に活かすとしたら、どん
な点でしょうか。

A6. 今回も、また違った指揮者、オーケストラの

方々と共演させていただき、沢山の新しい発見が
有りました。具体的に一つ一つは挙げませんが、
曲の細かい解釈やボーイングなど、今後にぜひ活
かしていきたいと思います。

Q7.他のチェリストと差別化するとすると、ど

んな演奏家になりたいですか。そのためには
今、何をするべきだとお考えですか。

A7. 演奏家にとって個性はとても大切なもの

だと思いますが、自分は自分が正しいと思う
方法でただひたすら音や技術や感性を磨い
てゆき、結果それが自分の個性として認識し
てもらえたらとても嬉しいです。

上野さんの回答を読み、強い個性と、表現することに対する
喜びを感じた。「チェロは自分を表現するのに一番適した楽
器。」「自分が正しいと思う方法でただひたすら音や技術や感
性を磨いていく。」「自分独特の世界を創れた時、特別な喜び
を感じる。」とのこと。これからも個性を磨き、自分にしかでき
ない演奏で表現し、独特の世界を創っていってほしい。そん
な上野さんの音楽を聴くのが楽しみだ。

（ケルン大聖堂の前でのニューイヤー花火の様子、ご本人より）（雪にけむるケルン大聖堂、ご本人より）




